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最初の楽譜は、田村虎蔵オリジナルのベースの取り方を書いたものである。次の肥後一郎編曲
のものは、箏の伴奏がっいているものでいずれも1番を掲載した。この二曲のメロディーに対
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　　　　　　　　一西洋音楽との比較をとおして日本音楽への理解を深める研究一
するベースの音を比べるとわかるように、3小節目から箏伴奏は音の動きはあまり見られずA
の音で演奏されている。西洋音楽ではDを主音でとり演奏される場合が多いが、この箏のAは
先ほどの日本音階の「都節」にあたると考えると核音に当たり、邦楽では主音とみなされる音
である。
このように同じ歌で比べてみると主音の感覚の差がはっきり見られる。
上原六四郎の理論にさらに研究を重ね、より現代の音楽理論に近づけ理解しやすく分類された
ものが、昭和33（1958）年、小泉文夫著「日本伝統音楽の研究」として出版された。現在の分
類としてはこの「日本伝統音楽の研究」に著された音階を用いて解釈されることが一般的と考
えられていることから、氏の「日本伝統音楽の研究」に従って先ほど示した4種の日本音階を
示した。そして資料⑩と資料⑪で示した4種の音階で、音符を黒く塗りっぶしたところが「核
音」である。この日本音階から見られることは、西洋音楽が一音階に対し1個の主音が用いら
れるのに対し、日本音階では一音階に複数の核音が存在し、どの核音も開始の音にも終始の音
にもなり得るという、音楽の感性を持っということである。西洋音階の7音に対して日本音階
は5音しかないにもかかわらず、複数の核音を持っという複雑な構造を有している。核音を2
個持っという音楽的特色は、音楽をすばやく展開できることにっながる。そしてそこにはその
展開を理解するだけの音楽的能力が必要とされるわけで、その理解なしに演奏や鑑賞は困難を
伴う。このような問題を抱えている日本音楽に、西洋音楽との第三の相違点が見られる。
（3）歌唱を伴う楽器演奏における和音の発想の相違
江戸時代になると町民文化が盛んになり、身分にかかわることなく音楽が庶民の間に急速に広
まっていったが、その中でも特に尺八、三絃、箏は独自の発達を遂げてきた。西洋音楽におけ
るモノフォニー（注3）にあたる音楽から、日本音楽がポリフォニー（注4）音楽に発展した江戸
時代には、「三曲」と呼ばれ、これらを合奏するという新しい発想が生まれた。京都の当道職
屋敷（注5）の組織を得て多くの検校を生み、ある程度の富と権力を手に入れた「三曲」の演奏
家たちは、その地位をゆるぎないものにして江戸時代を謳歌したのである。八橋検校、生田検
校、山田検校を代表に次々と検校（注6）を生み出し現在では古典と呼ばれる多くの作品を世に
送り出して行っただけでなく、当道職屋敷の命を受け日本のあらゆる地域に「三曲」が広まっ
たことで、日本音階が定着して行ったといえる。さらに近松門左衛門らによる「人形浄瑠璃」
も時代に花開き、浄瑠璃音楽の「常磐津」として浸透していった。これらの作品を通してさら
に「三曲と」しての日本音階がより確かなものとして定着し今日に至っている。「三曲」の楽
器はそれぞれ伴奏楽器としてもその役割を担い、特に手軽に持ち運べる尺八や三絃はこれらの
音楽を広める大いなる役割を果たしていった。また三絃は替女（ごぜ）を通して日本の隅々ま
で音楽を伝導した。これらの音楽的な活動は大衆音楽として江戸時代は大きな発展をなしたの
であるが、さらに諸外国と国交を断ち鎖国時代を迎えた日本は、外国からの影響をまったく受
けることなく、約300年近くという長い歳月をかけて日本独自の音楽を守り音楽的な感性や和
音感を根強く受け継いできたと考える。この長い年月は、民謡や祭りの音楽に至るまで日本音
階をしっかり浸透させ、音楽的な感性を世代に受け継いできたものであるといえる・日本は四
方を海に囲まれたまれな地形から、国交を断った諸外国からの影響を受ることなく、すでに大
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陸から伝道された音楽文化を礎にして日本独自の日本音楽を発達させてきたのであり、いわば
純粋培養といってもよい音楽文化の発達を成しえた。このように独自の文化を築くことができ
るということは、いろいろな条件が揃わなくては成し得ないことであり、地理的にも、またま
れに見る勤勉な国民性も手伝って日本の中で非常に質の高い音楽文化を築く事ができたと考え
る。さらに日本では世襲制度が設けられ、いわば強制的に子孫が後を継いでいくことで、正確
に手法や技法および感性が受け継がれ、伝統と格式が絶たれることなく今に至っているという
世界にも比類なき音楽文化なのである。もちろん日本伝統音楽としての「和声」や「音組織」
は日本音楽理論の上に、西洋音楽とは全く異にして高度な芸術的構成を成している。
日本ではこのように着実に日本音階が国民に浸透していき、宮中で保護されてきたもの、武家
や寺社に保護されてきたもの、そして庶民が育み生活の中で楽しまれてきたものとそれぞれの
中で発展を遂げて来たのだ。
「三曲」などの合奏にいたった江戸時代ではあったが、歌謡の世界ではハーモニーを奏でると
いう音楽概念はまったく現れず、新曲と呼ばれる現代邦楽が演奏される今日でも変わることな
く受け継がれている。邦楽の世界では二人で歌唱しても数十人で歌唱しても全員がユニゾン
（注7）で歌唱をする。パートに分かれるとか、輪唱をするという形は取らず西洋音楽の三要素
のひとっである「ハーモニー」という概念はない。それは「和音」という音楽的発想に至らな
いのではなく、まして技術的にも音楽的にも遅れているのではもちろんない。それはその種の
音楽であるからとしか言いようがないのである。「三曲合奏」においてもそれぞれの楽器がそ
れぞれのメロディーを奏でる際に、ユニゾンや輪唱の形態が比較的多く使用される。別の形で
箏と三絃が異なる音で演奏される場合、いわゆる西洋の和音的感覚で作られているのではなく、
それぞれの楽器がメロディーを奏でているのであって、それぞれの独自のメロディーがハーモ
ニーに聞こえるという音楽的な作りなのである。時には西洋音楽から聞くと音楽的に不協和音
と感じるところも多々ありうるのであるが、それは邦楽的に見るとなんら問題はないわけであ
る。それはパートに分かれての箏の合奏演奏でも見られるし、尺八合奏であっても三絃合奏で
あっても同じことがいえる。しかしながら、箏や三絃を演奏しながら歌を伴う場合はその音の
重なりが短二度であったり、長二度である場合も少なくなく音をとるのに非常に困難である。
それは先に述べたように、西洋音楽から見ると不協和音に当たるので努力を要するが、邦楽で
も古曲と呼ばれる分野ではそれぞれのメロディー上の単なるぶっかり合いと考える。これは西
洋音楽と邦楽の和音に対する観念の違いから出た結果であるといえる。また別の見方をすれば、
そのことに芸術的な美を求めているのであり、そのようなことをあえて楽しんでいるというこ
ともいえる。邦楽ならではの醍醐味がここにある、といっても過言ではないのかもしれない。
古曲の世界では、和音感を求めることはなく淡々と各声部を演奏するという独自の演奏形態を
保有している音楽といえる。しかしながら、邦楽も新時代を迎え、新曲においては、西洋的な
和音感が主流をなしてきた。専門の大学で邦楽を勉強するものが増え、当然西洋音楽の影響を
受けた新曲が作曲され演奏されている。それでもなお歌唱の世界では、ハーモニー形態をとる
ことは決してない。和音という音楽概念を持たずに音楽を進めていくことは、西洋音楽に慣れ
親しんだ現代では、このことに無心になれるまで、長い時間を要すると思われる。しかしどの
　西洋音楽と日本伝統音楽における音楽観に関する一考察
一西洋音楽との比較をとおして日本音楽への理解を深める研究一
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よう時間がかかろうとも、日本伝統音楽を守り伝えていくのは次世代への大事な継承事項であ
り、文化を断絶することなく伝えていくという責任を果たせねばならないことは明らかである。
西洋音楽との第四の相違点とした「和音」は、「音階」や「主音」の相違と異なり、音楽観に
かかわる問題で大変大きな相違点と考える。音楽理論を深く理解することよりも音楽観を学ぶ
ということは、感性そのものをコントロールし、そこに日本伝統音楽の美を見出すことであり、
日本伝統音楽を正しい意味で理解し、そして自分のものにすることで初めて人に伝えて行くこ
とができるもっとも肝心なところだと考える。
【IV】まとめ
今回の研究では1、音階の相違　2、主音の位置の相違　3、和音の発想の相違　という大きな
相違が西洋音楽と日本音楽に見られることがわかった。しかもこれらの相違点が不自然な形で
はなく混在し、多くの日本音楽を聞いて育った人の音楽観を作っているのである。そして日本
の音楽環境で育ったのは、このように非常にまれな感性を持ち合わせていることに気がっいた。
西洋音楽のみを演奏したり、鑑賞したりしている場合には現れることはないのが、日本音楽で
あったり伝承童謡であったりする場合に、この音楽的感性が現れ、二っの調を持って演奏して
も違和感を感じることはない、という実に不思議な音楽観を持っことがわかった。それは洋楽
的に短調とみなして主音を定めるのか、日本音楽的とみなし主音の位置を定めるのかという、
二っの選択肢を考えることができることである。現代社会の音楽環境を見渡すと、学校教育の
場においてもポップスや流行歌の世界においても、はたまた巷に流れている音楽を聞いても、
西洋音楽が主流をなしていると思われる。しかし機会は少ないかもしれないが、われわれの身
近な社会において、夏の盆踊りであったり、お祭りに聞く神事の神楽であったり、節句に流れ
る日本音楽であったりと、耳を通してこれらの音楽的感性が根付いていることは確かであるこ
とであるということが言える。
西洋音楽と日本音楽に、今回述べた「メロディー」からみた観点ではない別の観点である「リ
ズム」から見ると、そこは更なる相違点を見っけ出すことができうるであろうことは想像にか
たくない。それは次の機会に研究することとし、今回の研究として、わずかではあるが日本音
楽への疑問が解決でき、さらにこのことを理解した上でまた一歩進んだ邦楽に取り組むことが
できるという結果が得られた。日本に限らず諸外国の民族的な音楽でも、事項は異なっている
であろうが西洋音楽だけでは解決できない音楽観や感性が存在するであろうと考える。そこに
民俗音楽の価値が存在し、民族の音や音色、リズムや音楽観が表現されるのだと考える。そし
て民族としての誇りや絆が国の文化を支える力となることを確信する。
〔本文中の注釈〕
P3　注1　　声明（しょうみょう）
　　　　　　日本の伝統音楽の一っで、仏曲に節をっけた宗教音楽
P4　注2　　　テトラコード
　　　　　　4度関係の二っの固定された音程の間に、2個の音を挟んだ音列のことを示す
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P9　注3
注4
注5
注6
P10注7
ノブオニー
単旋律で演奏される声部
ポリフォニー
複旋律で演奏される声部
当道職屋敷（とうどうしきやしき）
江戸時代、京都に置かれた盲人の職業自治団体のことをいう
検校
盲人の位を表す盲官位のことを言う。検校が上位でその他に匂当・別当・座頭などがある。
ユニゾン
複数で同じ高さの音を演奏したり歌ったりする
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Abstract
Since　the　establishment　in　18720f　the　Meiji　Era　educational　system，　which　placed　Western　music　at
the　foundation　of　music　education　in　Japan，　a　music　education　history　of　over　130　years　has　been　ac－
cumulated．　Japanese　traditional　music，　which　had　been　passed　down　over　a　period　of　more　than　1，000
years　prior　to　the　Meiji　Era，　and　hogaku（Japanese　classical　music），　which　had　flourished　arnong　the
general　public　during　this　time　have　survived　to　the　present　day　not　through　education　in　class－
rooms，　but　through　the　iemoto（hereditary　guild）and　apprenticeship　systems．
Today，　music　education　in　Japan　is　usually　thought　to　be　centered　on　Western　music；however，　the
persisting　Japanese　music　culture　has　significantly　influenced　the　Japanese　view　of　music，　making　it
difficult　to　equate　Western　music　in　Japan　with　the　view　of　music　in　the　Western　world．
Japanese　music　is　now　incorporated　into　the　Japanese　education　system．　However，　we　believe　that　it
will　be　impossible　to　advance　such　education　without　clarifying　the　differences　between　Japanese　and
Western　music　cultures．　Our　research　here　focuses　on　the　differences　among　musical　scales　in
Japanese　and　Western　music．
